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Ⅰ．はじめに

全国に 8病院を擁する国立高度専門医療研究センター
（National Research Centers for Advanced and Specialized 
Medical Care，NC），143 病院を擁する国立病院機構
（National Hospital Organization，NHO），13 の国立ハンセン
病療養所（National Hansen’s Disease Sanatoria，NHDS）は，
政策医療の質向上と均てん化を目指している（厚生労働
省，2016）。また，これら NC，NHO，NHDSの看護部門
は，4万人を超える看護職員を擁し，その実現に重要な役
割を担う。効果的，効率的な看護職員教育の実現は，看護

職員の能力向上を通した政策医療分野の看護均てん化に不
可欠である。そのため，病院看護部は，院内の教育システ
ムを整備し，看護職員への教育が充実するよう努力してい
る。また，医療の高度化，複雑化等の急進展に伴い，看護
職員に求められる能力が高まる中，看護職員教育に当てら
れる資金や時間が限られることから，効果的，効率的な看
護職員教育の重要性が増大している。
そこで，筆者らは，NC・NHO・NHDSが，看護職員の

能力向上のための多施設ネットワークを形成するととも
に，政策医療の牽引拠点 NCの一つである国立国際医療研
究センターの擁する国立看護大学校研修部がその活用促進
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の中核となる看護職員教育システムを開発することを最終
目的とし，研究に着手した。国立看護大学校研修部は，
NC・NHO・NHDSの看護職員を対象とする専門性の高い
研修の実施をその役割とする（国立看護大学校，2016）。
2015 年度，研究の第一段階として，NC・NHO・NHDSに
属する全 164 病院の看護部長，看護師長，看護部教育委員
を対象とする質問紙調査を行なった。看護部長，看護師
長，看護部教育委員は，院内の看護職員教育に深く関与す
る立場にあり，質問紙への回答を通し，NC・NHO・
NHDSにおける看護職員教育の現状や課題を把握すること
をめざした。以下，本論文には，この調査のうち，看護部
教育委員会の組織運営と提供している研修の現状につい
て，看護部教育委員を対象とする調査結果から明らかにな
ったことを報告する。

Ⅱ．調査目的

NC，NHO，NHDSにおける看護部教育委員会の組織運
営と看護職員に提供している研修の現状を明らかにし，そ
れら政策医療を担う医療機関の看護職員を対象とする効果
的，効率的な教育システム開発のための基礎資料とする。

Ⅲ．調査方法

本論文は，2015 年度に実施した NC・NHO・NHDSに
属する全 164 病院の看護部長，看護師長，看護部教育委員
を対象とする質問紙調査のうち，看護部教育委員対象の質
問紙調査，特に，その組織運営と看護職員に提供している
研修の現状に焦点を当てる。そこで，以下，この部分に関
わる調査方法を述べる。

1.質問紙
Ⅱに示した調査目的を達成するためには，次の 2要件を
満たす質問紙を用いる必要がある。それは，①看護部教育
委員会の組織運営，および，看護職員に提供している研修
の現状を把握できる，②内容的妥当性を確保しているとい
うことである。そこで，この 2要件を満たす質問紙の作成
に向け，まず，医学中央雑誌Webを用い，院内教育の企画・
運営に携わる看護師に焦点を当てた我が国の研究を検索，
検討した。その結果，活動実態（平木，2012；浦野，2011；
山崎，2010）やその教育（中澤ら，2013；芝山ら，2012）
を探究した研究の存在を確認できた。また，これらの検討
を通し，調査目的を達成するためには，看護部教育委員経
験年数，職位，役割遂行に向けて看護部教育委員が利用で
きる学習機会等について調査する必要があるという示唆を
得た。さらに，NC・NHO・NHDSの看護職員とその教育に
関わる筆者らの経験に基づき，調査すべき項目として，看

護部教育委員の任期，委員選任方法，選任基準，看護部教
育委員会の役割と教育対象，研修実施状況等を抽出した。
加えて，これらの項目について，看護部教育委員会委員長
の任にある者に選択回答式もしくは実数記入式質問を用い
て回答を求める質問紙を作成するとともに，共同研究者が
一堂に会し，質問文の表現や選択肢の適切性について検討
する会議を開催し，その洗練を図った。本研究の共同研究
者には，NC・NHO・NHDSの現職看護部長や看護部長経
験者，これらの全国的な状況に精通した者が含まれており，
これは，この会議が，作成した質問紙の内容的妥当性確保
のための専門家会議として機能していることを表す。

2.データ収集
2015 年 11 月に全国の NC・NHO・NHDS全 164 病院の

看護部長に対し，調査協力を書面で依頼し，研究者が設置
したインターネットからの返信用Webページ，もしくは，
電子メールにより調査協力の可否と調査対象となる看護部
教育委員数について回答を得た。
その結果，131 病院の看護部長から調査協力への同意を
得，これらの病院に所属する看護部教育委員数は 1,315 名
であることが明らかになった。そこで，次に，この 131 病
院の看護部長に対し，全 1,315 名分の看護部教育委員用の
調査協力依頼状，質問紙，返信用封筒のセットを送付し，
その配布を依頼した。回収は，回答する看護部教育委員自
身による返信用封筒を用いた無記名個別投函とした。調査
期間は，2015 年 1 月 15 日から 2月 15 日であった。

3.分析方法
調査項目各々について，記述統計量（度数，百分率，平

均，標準偏差）を算出した。

4.倫理的配慮
調査においては，人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針，看護研究における倫理指針，日本看護教育学学会
研究倫理指針に基づき，倫理的配慮を行なった。また，国
立国際医療研究センター倫理委員会の承認（承認番号
NCGM-G-001894-00）後に調査を実施した。

Ⅳ．結　果

131 病院の看護部教育委員 1,315 名に配布した質問紙の
うち，741 名分（回収率 56.3%）の返送があった。また，
このうち 125 名が，看護部教育委員会委員長の任にある者
に回答を求める質問項目に回答していた。以下，この 125
名の回答のうち，対象者の背景，NC・NHO・NHDSにお
ける看護部教育委員会の組織運営，および看護職員に提供
している研修の現状を理解することにつながる分析結果を
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示す。なお，本研究が分析対象とする看護部教育委員会委
員長の回答 125 名分を含む収集したデータ全体の分析結果
は，別に報告している（亀岡，2016a；亀岡，2016b；上國
料，2016）。

1.回答者の背景（表 1）
分析対象とした質問紙 125 部に回答した看護部教育委員
会委員長の任にある者 125 名の性別は，女性が 111 名
（88.8%）を占め，年齢は，25 歳から 60 歳の範囲であり，
平均 44.5（SD=8.7）歳であった。看護師経験年数は，4年
から 39 年の範囲であり，平均 21.3（SD=9.0）年，所属病
院勤務年数は，1年未満から 39 年の範囲であり，平均 9.6
（SD=8.1）年，教育委員経験年数は，1年未満から 20 年の
範囲であり，平均 3.3（SD=2.7）年であった。職位は，看
護師長が 52 名（41.6%）と最も多く，次がスタッフ看護師
37 名（29.6%）であり，以下，副看護師長 24 名（19.2%），
副看護部長 9名（7.2%），看護部長 3名 （2.4%） と続いた。

看護部教育委員会委員長は，通常 1 病院 1 名と考えら
れ，上記 125 名からの回答は，125 病院の状況を表すと考
えられる。そこで，以下の結果は，125 病院の状況として
捉え，提示する。
すなわち，125 病院の所在地は，中国・四国が 26 病院

（20.8%）と最も多く，次が九州・沖縄 23 病院（18.4%）
であり，以下，北海道まで全国に及んだ。病床数は，「300
～ 399 床」が 35 病院（28.0%）と最も多く，次が「200 ～
299 床」22 病院（17.6%）であり，「20 ～ 99 床」の比較的
小規模な病院から「700 床以上」の大規模病院までを含ん
だ。看護職員数は，「100 ～ 199 名」が 35 病院（28.0%）
と最も多く，次が「200 ～ 299 名」25 病院（20.0%）であ
り，以下，「300 ～ 399 名」18 病院（14.4%），「600 ～ 699
名」10 病院（8.0%），「500 ～ 599 名」と「400 ～ 499 名」
9 病院（7.2%），「100 名未満」7 病院（5.6％），「700 名以
上」3病院（2.4%）と続いた。

表 1　回答者・病院の背景（n=125）
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2.看護部教育委員会の組織構築状況（表 2）
委員の選任方法（複数回答）は，「看護師長の推薦」が
83 病院（66.4%）と最も多く，次が「看護部長が指名」52
病院（41.6%）であり，「看護師の自薦」も 20 病院（16.0%）
存在した。また，10 病院（8.0%）は，「その他」と回答し，
自由記述欄に「委員長と副看護部長が相談する」，「各看護
単位の副看護師長 1名が教育委員となる」，「看護師長と副
看護師長全員が教育委員となる」，「教育担当看護師長が指
名する」等と記載していた。
委員の選任基準（複数回答）は，「上司の推薦」が 45 病

院（36.0%）と最も多く，次が，「一定の職位以上」34 病
院（27.2%）であり，以下，「一定の臨床経験年数以上」
33 病院（26.4%），「本人の希望」25 病院（20.0%），「一定
のクリニカルラダー以上」11 病院（8.8%）と続いた。ま

た，15 病院（12.0%）は，「その他」と回答し，自由記述
欄に「実習指導者研修修了者または幹部任用試験合格者」，
「決まりはない」等と記載していた。
委員の任期は，「あり」が 47 病院（37.6%），「なし」が
66 病院（52.8%）であり，「あり」と回答した 47 病院の任
期は，1年から 3年の範囲であり，平均 1.9 年であった。
委員長の選任方法は，「看護部長が指名」が 61 病院

（48.8%） と最も多く，次が「教育担当看護師長がなる」46
病院（36.8%）であり，「委員が互選」は 1 病院（0.8%）
に止まった。また，2病院（1.6%）は，「その他」と回答
し，このうち 1病院は，「各部署の看護師長が指名」と記
載していた。
委員数は，1名から 37 名の範囲であり，平均 13.6 名で
あった。

表 2　看護部教育委員会の組織構築状況（n=125）

3.看護部教育委員が役割遂行に向けて利用できる学習
機会（表 3）

看護部教育委員が役割遂行に必要な知識や技術を習得す
るために利用できる学習機会（複数回答）について尋ねた
結果，62 病院（49.6%）は，「教育委員会内の勉強会」を

開催していると回答し，54 病院（43.2%）は，「院外の看
護継続教育に関する研修会」に参加できると回答した。
「院内の教育委員対象の研修会」開催は，19 病院（15.2%）
に止まり，23 病院（18.4%）は，「利用できる学習機会な
し」と回答した。
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4.看護部教育委員会の役割と教育対象（表 4）
看護部教育委員会の役割（複数回答）について尋ねた結

果，「研修会の企画・運営」が 116 病院（92.8%）と最も
多く，次が「研修会と各看護単位の教育の連携促進」84
病院（67.2%）であり，以下，「院内研究の推進」68 病院
（54.4%），「シミュレーション教材や使用環境の整備」53
病院（42.4%），「所属看護単位の勉強会の企画・運営」44
病院（35.2%），「図書や使用環境の整備」42 病院（33.6%），
「看護師の大学・大学院などへの進学支援」1病院（0.8%）
と続いた。2病院（1.6%）は，「その他」と回答し，自由

記述欄に「院外の研究発表への支援」，「最新の知識や根拠
に基づいた看護手順等の見直し，整備」，「近隣施設との研
修公開による交流促進」と記載していた。
看護部教育委員会が教育を担う対象者（複数回答）は，

「看護師」115 病院（92.0%），「助産師」27 病院（21.6%），
「保健師」6 病院（4.8%），「准看護師」33 病院（26.4%），
「看護助手」58 病院（46.4%），「療養介助員」36 病院
（28.8%）であった。また，6 病院（4.8%）は，「その他」
と回答し，自由記述欄に「クラーク」，「業務技術員」等と
記載していた。

表 3　看護部教育委員が役割遂行に向けて利用できる学習機会（n=125）

表 4　看護部教育委員会の役割と教育対象（n=125）

5.看護部教育委員会による研修実施状況
看護部教育委員会による研修実施状況を調査した結果

は，次のとおりであった。
1）経年別研修（表 5）

経年別研修の実施状況を尋ねた結果，実施している病院
数が最も多い研修は「新人看護師研修」（116 病院，92.8%） 
であった。また，「2年目看護師研修」は 99 病院（79.2%），
「3年目看護師研修」は 93 病院（74.4%），「4年目看護師研
修」は 84 病院（67.2%），「5年目看護師研修」は 79 病院
（63.2%），「6年目以上の看護師研修」は 55（44.0%），「経
験 10 年以上の看護師研修」は 32 病院（25.6%），「経験 20

年以上の看護師研修」は 19 病院（15.2%）が実施していた。
2）役割別研修（表 5）

役割別研修の実施状況を尋ねた結果，実施している病院
数が最も多い研修は，「新人看護師教育担当者研修」と
「リーダー研修」の 71 病院（56.8%）であった。また，「実
習指導者研修」は 52 病院（41.6%），「教育委員研修」は
13 病院（10.4%）が実施していた。

3）役職別研修（表 5）
役職別研修の実施状況を尋ねた結果，「看護師長研修」

は 42 病院（33.6%），「副看護師長研修」は 51 病院（40.8%）
が実施していた。
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4）内容別研修実施状況（表 6）
看護部教育委員会が実施している研修会の内容について

尋ねた結果，「リーダーシップ・メンバーシップ」に関す
る研修の実施率が最も高く，108 病院（86.4%）であった。
次は，「看護研究」103 病院（82.4%）であり，以下，「感
染予防」101 病院（80.8%），「看護倫理」93 病院（74.4%），
「後輩育成・教育」68 病院（54.4%）等と続いた。また，
実施率が 20%以下であった内容は，「看護実践への研究成

果の活用」（23 病院，18.4%），「看護に関わる法律や制度」
（20 病院，16.0%），「看護の専門職性や価値」（20 病院，
16.0%），「医療・看護をとりまく社会情勢」（14 病院，
11.2%），「検査データの読み方」（13 病院，10.4%），「カウ
ンセリング」（9病院，7.2%），「看護師の発達や自己学習
の方法」（9 病院，7.2%），「宗教・スピリチュアルケア」
（6病院，4.8%），「一般常識」（3病院，2.4%） であった。

表 5　看護部教育委員会による経年別・役割別・役職別研修実施状況（複数回答）（n=125）

＊数値は，当該研修を「実施している」という回答数とその割合を示す。

表 6　看護部委員会による内容別研修実施状況（複数回答）（n=125）

＊数値は，当該研修を「実施している」という回答数とその割合を示す。
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Ⅴ．考　察

1．NC・NHO・NHDSに属する病院における看護部教
育委員会の組織運営の現状と課題

調査結果は，NC・NHO・NHDSに属する多くの病院が
看護師長の推薦もしくは看護部長の指名により看護部教育
委員会委員を選んでいること，看護師の自薦を取り入れて
いる病院は 16.0%に止まることを明らかにした。また，
委員長の選任も，看護部長の指名によるとする病院が約
50%を占めた。看護部長や看護師長から委員や委員長へ
の推薦や指名を受けることは，看護師にとって，上司から
の肯定的評価の受理となり，それは，研修会の企画運営を
はじめとする役割遂行への意欲につながる可能性がある
（井部ら，pp. 7-10，2016）。その一方，患者への看護実践
等の既に担っている役割に加え，新たな役割を得ること
は，当該看護師にとって，負担の増大と感じられる可能性
もある。各病院看護部教育委員会の活動の成功に向けて
は，委員，あるいは，委員長となった看護師が，その役割
遂行に意欲的に取り組めるための関わりが不可欠である。
調査結果によれば，NC・NHO・NHDSに属する病院の

約 50%が，看護部教育委員会委員の利用できる学習機会
として，委員会内の勉強会を開催していた。このような学
習機会を通し，看護部教育委員会活動の意義や価値を伝え
ることは，上司からの推薦や指名によって委員あるいは委
員長となった看護師が自らの役割を価値付け，意欲的に活
動することの促進に向け，重要である。また，調査結果
は，NC・NHO・NHDSに属する半数以上の病院が，看護
部教育委員会委員の任期を定めていないこと，その一方，
約 40%の病院が 1年から 3年程度の任期を定めているこ
とを示した。委員の任期を定めていない病院においても，
年度ごとの看護師や看護管理者の異動に伴い，一定数の委
員の交代が必須であると推察される。どのくらいの期間活
動すれば委員としての役割を十分に果たせるようになるか
は明らかではない。しかし，短期間の交代は，看護師が，
看護部教育委員としての役割遂行に必要な知識や技術に習
熟する前に活動から離れることを余儀なくし，委員会活動
自体の円滑な展開を阻害する可能性がある。実際，先行研
究は，看護部教育委員会委員のような各病院の院内教育担
当者が，その活動に必要な教育を受けることなく任に就
き，さまざまな困難や悩みに直面している（須田，2008）
ことを示す。これらは，NC・NHO・NHDSに属する各病
院の看護部教育委員会委員に対し，看護職員を対象とする
教育の意義の理解，その実施に必要な知識や技術の効果
的，効率的な修得を支援する継続教育を提供することの重
要性を示唆する。
国立看護大学校研修部は，NC・NHO・NHDSに属する
各病院の看護部教育委員会委員を対象とし，2006 年以降

10 年間にわたり短期研修「院内教育」を実施してきた。
この研修は，受講者が，看護職員を対象とする教育の意義
やその実施，具体的には，院内教育プログラムの立案，実
施，評価に必要な基本的知識，技術を修得することをめざ
してきた。本調査結果より，今後も国立看護大学校研修部
においてこのような研修を提供し続けることが，NC・
NHO・NHDSに属する各病院の看護部教育委員会の活動
推進に寄与することを確認できる。
さらに，調査結果は，NC・NHO・NHDSに属する病院
の看護部教育委員会が，研修会の企画・運営のみならず，
「研修会と各看護単位の教育の連携促進」，「所属看護単位
の勉強会の企画・運営」，「院内研究の推進」，「シミュレー
ション教材や使用環境の整備」，「図書や使用環境の整備」，
「看護師の大学・大学院などへの進学支援」といった多様
な役割を担っていることを示した。これらは，看護職員を
対象とする教育，看護職員自身による学習が効果的，効率
的に展開されるために不可欠である。このような活動が各
病院の委員会活動を通し，実際にどのように進められてい
るか，あるいは，そこにどのような問題や課題があるかを
解明することは，NC・NHO・NHDSに属する病院の看護
職員を対象とする教育の充実に向けた今後の課題である。
なお，調査結果は，18%の病院の看護部教育委員が，

役割遂行に向けて利用できる学習機会をもっていないこと
を示した。NC・NHO・NHDSに属するすべての病院は，
規定上，国立看護大学校研修部が提供する短期研修「院内
教育」を利用できることになっている。それにも関わら
ず，これらの病院が「利用できる学習機会なし」と回答し
たことは，同研修に何らかの「利用しにくさ」が存在する
可能性がある。「利用しにくさ」の実態を把握し，短期研
修「院内教育」をこれらの施設にとって利用しやすいもの
にしていく方策を検討することも今後の課題である。

2．NC・NHO・NHDSに属する病院の看護部教育委員
会による研修実施状況と課題

調査結果は，NC・NHO・NHDSに属する各病院が，経
年別，役割別，役職別に多様な研修を実施していることを
示した。また，内容別の研修実施状況を調査した結果も，
その多様さを示した。これらは，NC・NHO・NHDSに属
する病院に就業する看護職員が，そのキャリア，役割，役
職，興味・関心等により，院内においてさまざまな学習機
会を獲得できることを表す。自らに必要な学習機会を身近
に得られることは，看護師個々の能力の維持，向上に有益
である。このことは，このような学習機会の充実状況が，
NC・NHO・NHDSに属する各病院の看護の質に貢献して
いる可能性を示唆する。その一方，すべての病院が調査し
たすべての内容の研修を看護職員に提供しているわけでは
ない。中には，一施設においては対象者が少なく開催が困
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難な研修，複数施設が協力すれば効果的，効率的に開催で
きる研修が存在する可能性がある。地理的に近い地域にあ
る病院相互の連携，協力，あるいは，IT技術の活用等を
通した遠隔地にある病院相互の連携，協力を推進し，看護
職員を対象とする研修の充実を図っていく方策を検討する
ことも今後の課題である。
また，調査結果は，看護研究に関する研修を実施してい

る病院が 80%を超えているのに対し，看護実践への研究
成果の活用に関する研究を実施している病院が 20%に満
たないことを示した。「看護師等養成所の運営に関する指
導ガイドライン」（看護行政研究会，pp. 423-502，2016）
は，看護師に求められる実践能力と卒業時の到達目標とし
て，「看護実践に研究成果を活用することの重要性を理解
する」を掲げる。しかし，看護実践に研究成果を活用でき
るためには，「重要性の理解」に加え，研究成果活用に必
要な知識，技術の修得をはじめとする能力の向上が不可欠
である（亀岡ら，2015）。これは，看護基礎教育課程を通
し，看護実践への研究成果活用の重要性を学んできた看護
職員に対し，その実際を支える知識，技術の修得，向上に
つながる看護継続教育機会を提供することの必然性を示唆
する。今後，NC・NHO・NHDSに属する各病院において，
看護実践への研究成果活用に関する研修を推進すること
は，これらの病院における看護実践の質のさらなる向上に
向けて重要である。
加えて，調査結果は，看護師の発達や自己学習の方法に

関する研修を実施している病院が，5%に満たないことを示
した。看護職員個々の専門職者としての発達は，個々人の
自己学習が重要かつ中心的であり（舟島，p. 6，2015），看
護職者の発達や自己学習の方法に関する学習は，そのよう
な看護職員にとって有益である可能性が高い。NC・NHO・
NHDSに属する各病院の看護職員がそのような学習機会を
得られる工夫を進めていくことも，今後の課題である。

Ⅵ．結　論

NC・NHO・NHDSに属する病院における看護部教育委
員会の組織運営，および提供している研修に関し，次のこ
とが明らかになった。①委員，委員長の選任は，看護部長
の指名，看護師長の推薦等によって行われている場合が多
い。②委員は，委員会内の勉強会や院内外の研修会を通し
て役割遂行に必要な知識，技術を学習できる。しかし，委
員の利用できる学習機会がないとする病院も約 18%存在
する。③約 40%の病院が委員の任期を 1年から 3年程度
としており，委員の交代が頻繁に行われている。④委員
は，看護職員を対象とする研修会の企画・運営のみなら
ず，「所属看護単位の勉強会の企画・運営」，「院内研究の
推進」，「シミュレーション教材や使用環境の整備」等多様

な役割を担っている。⑤各病院は，経年別，役割別，役職
別に多様な研修を看護職員に提供している。研修内容も多
岐にわたる。しかし，すべての病院が看護職員に対し同一
の研修を提供しているわけではない。
このような現状に基づき，今後，NC・NHO・NHDSが，
看護職員の能力向上のための多施設ネットワークを形成す
るとともに，医療政策の牽引拠点である NCGMの擁する
国立看護大学校研修部がその活用促進の中核となる看護職
員教育システムを開発する必要がある。
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